
シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G01 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
コミュニケーション活動Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 30 1 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

学校行事や就職活動など、通常の科目の学習を越えた様々な学習活動を行う。 
郊外での集団行動も多く、チームワークなど教室の授業では得られない学習効果が狙いである。 

 授 業 の 概 要 

コミュニケーションを深めるとともに、集団生活における個々の役割・分担を再確認する。 
  

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席で評価する。 

出欠席 100% 

 使用テキスト・教材 

資料が必要な場合は配布する。 

授業内容・授業計画 

 
1. 入学式 
2. 科内オリエンテーション 
3. 学生便覧・教務既定等 説明 
4. 前期成績発表 
5. 防災訓練 
6. 卒業研究発表会 
7. 進級発表 

時間数 
4 
6 
6 
2 
2 
8 
2 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G02 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
コミュニケーション活動Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 通年 必修 30 1 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

毎日の挨拶や授業、さらに始業式、終業式、卒業研究発表会、就職ガイダンスといった行事などが円滑

に遂行できるように割り当てられた授業である。この授業を通し学生間、学生教員間のコミュニケーシ

ョンを図ることを目的とする。 

 授 業 の 概 要 

毎日の挨拶や授業の取り組み方の指導、卒業研究発表会、就職ガイダンスといった行事に取り組むため

の科目である。余剰時間が発生した場合は資格試験対策の授業に割り当てることもある。 

 成 績 評 価 の 方 法 
毎日の出席状況や行事の参加状況で判断します。 
出席率90%以上：優 出席率80%以上：良 出席率70%以上：可 

出席率 
生活態度 

90% 
10% 

 使用テキスト・教材 

・必要に応じて補助プリントを配布 

授業内容・授業計画 

 
1. オリエンテーション 
2. 前期成績発表 
3. 防災訓練 
4. 卒業研究発表会 
5. 進級発表 
6. 資格試験対策 

時間数 
4 
4 
4 
8 
4 
6 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G03 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
コミュニケーション活動Ⅲ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 通年 必修 30 1 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

始業式、終業式、ハイキングや入学式、卒業式、卒業研究発表会、就職ガイダンスといった行事、さら

には海外研修などに参加するための科目である。 

 授 業 の 概 要 

始業式、終業式、、卒業研究発表会、就職ガイダンスといった行事などに参加するための科目である。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出席点で評価。 

出席点 100% 

 使用テキスト・教材 

特になし。 

授業内容・授業計画 

   
1. オリエンテーション 
2. 前期成績発表 
3. 防災訓練 
4. 卒業研究発表会 
5. 進級発表 
6. 資格試験対策 

時間数 
4 
4 
4 
8 
4 
6 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G04 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
コミュニケーション活動Ⅳ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 通年 必修 30 1 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

始業式、終業式、ハイキングや入学式、卒業式、卒業研究発表会、就職ガイダンスといった行事、さら

には海外研修などに参加するための科目である。 

 授 業 の 概 要 

始業式、終業式、ハイキングや入学式、卒業式、卒業研究発表会、就職ガイダンスといった行事、さら

には海外研修などに参加するための科目である。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出席点で評価。 

出席点 100% 

 使用テキスト・教材 

 

授業内容・授業計画 

   
1. オリエンテーション 
2. 前期成績発表 
3. 防災訓練 
4. 卒業研究発表会 
5. 進級発表 
6. 資格試験対策 

時間数 
4 
4 
4 
8 
4 
6 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G05 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
フレッシュマンセミナー 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 1 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

沼津情報･ビジネス専門学校の学生として、地域社会に貢献するための行動を意識し、 
基本的な生活態度を身につける。 
オンライン授業へ対応するべく、必要なPCセットアップ等を実施する。 

 授 業 の 概 要 

アクティビティやワークを繰り返す中で、楽しみながら沼情コンセプトを理解する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席や授業態度等で総合的に評価する。 
  

出欠席 
授業態度 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

なし 

授業内容・授業計画 

 
1. 対オンライン授業のセットアップ 
2. 学科内授業ツールのセットアップ 
3. 入学後の提出物確認・指導要録記入 
4. 後藤先生の「心の授業」 

時間数 
16 
4 
8 
2 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G06 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
キャリアディベロップメントⅠ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 1 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

社会人として必要な一般常識・知識を学ぶ。３年生から積極的な活動ができるように、就活・社会人訓

練の一環社会生活を送る上での基本的なコミュニケーションスキルと態度・考え方を知る。 

 授 業 の 概 要 

就活・社会人訓練の一環として合同合宿をおこない、「就職意識向上」「グループ中の自分の役割・責務」

「模擬面接会」などを通じて、スムーズな就活準備をします。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出席状況や授業態度、演習に対する成果内容で判断します。 

出欠席 
成果内容 

60% 
40% 

 使用テキスト・教材 

・配布プリント類 

授業内容・授業計画 

 
1. キャリア研修・模擬面接 
2. 適正試験対策 

時間数 
24 
6 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

キャリアディベロップメントⅡ 
就活ゼミⅠ、就活ゼミⅡ 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G07 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
キャリアディベロップメントⅡ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 前期 必修 30 1 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

2年生後期に実施されるキャリアディベロップメントⅠの振返りを集中講座という形で実施、社会人と

しての基本的なスキルを学ぶ。 

 授 業 の 概 要 

社会人として求められる基礎的なスキルを訓練する。 
企業の一員として働く体験をする。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席や積極性などで評価。 

出欠席 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

講師作成テキスト 

授業内容・授業計画 

 
1. 業界研究 
2. ビジネスマナー復習 
3. 志望動機の作り方 
4. コミュニケーションスキル向上訓練 
5. エントリーシート作成 
6. コミュニケーションスキル向上訓練② 
7. 個別面接訓練 
8. 集団討論演習① 
9. 集団討論演習② 

時間数 
2 
2 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 キャリアディベロップメントⅠ 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G08 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
就職活動ゼミⅠ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 後期 必修 30 1 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

就職活動をスムーズに行うための基礎知識を身に着ける。 

 授 業 の 概 要 

自己表現をすることと、希望の会社・団体について学ぶことをバランスよく行う。 
 

 成 績 評 価 の 方 法 
出席点や積極性で評価。 

出席点 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

特になし。 

授業内容・授業計画 

   
働くということ・社会人としての自覚 
自己分析・自分の魅力探し 
就職活動の流れ 
Webサイトでの情報収集 
業界研究・企業研究 
求人票の見方、給与・保険制度 
職種研究 
筆記試験対策 
会社説明会 
電話、面接での問い合わせ 
履歴書の書き方 
面接指導 
 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
8 
 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G09 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
就職活動ゼミⅡ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 前期 必修 30 1 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

就職活動をスムーズに行うための準備を行う。 

 授 業 の 概 要 

自己表現をすることと、希望の会社・団体ついて学ぶことをバランスよく行う。 
また、筆記試験対策も随時行っていく。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出席点で評価。 出席点 

 
 

100% 
 

 
 使用テキスト・教材 

特になし。 

授業内容・授業計画 

   
筆記対策 
面接対策 
履歴書添削 
 

時間数 
10 
10 
10 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

。     
  

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G10 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
教養ゼミⅠ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 1 各担当 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

教養ゼミⅠは各科の専門科目・一般科目に関係なく、各学生の視野を広げるために、普段の 
学科の学習では学習できない教養を複数の講座を開講する。履修は学生の希望アンケート調査により決

定する。学生はから選択し、身に着けることを目的に開講する。 

 授 業 の 概 要 

各科の専門だけでなく幅広い教養を身に着け、学習の視野を広げることは、今後の社会に出たときにも

役立つことが多いと思う。普段の授業ではできない教養を積極的に身に着けてほしい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
各講座により、試験、実技、提出物などで評価を行う。 

担当毎  

 使用テキスト・教材 

教材は各講座により異なる（履修が決定後、連絡をする） 

授業内容・授業計画 

 
1. DTP 
2. パーソナルカラー 
3. 発想法 
4. イラスト入門 
5. 中国語 
6. インタービュー 
7. 本の手作り製本 
8. ワープロ実務（準1級） 
9. ワープロ実務（1級以上） 
10. ＰＯＰデザイン 
11. ピアノ入門 
12. フラダンス 
13. 体育Ⅰ 
14. 著作権 
15. 運転と安全 

時間数 
 
 
 
 
 
 
 

各30 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G11 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
教養ゼミⅡ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 森 麻里 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

英語の正確なHearing力・ものおじしないSpeaking力を高め、 
日常会話や旅行会話などその場の環境に応じてスムーズに話せるように学習する。 

 授 業 の 概 要 

今まで習った単語や表現を使ったセンテンスや会話を聞き取り、自分の力で英語を話す機会を増やし、

英語を身近に感じる授業をすすめる。 
クイズやチャンクを使って、英語で表現する楽しさを実感する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
授業態度（積極性や発言） 
授業内で行う小テスト（3-5回） 
提出物 

小テスト 
授業評価 

50%
50% 

 使用テキスト・教材 

授業で配布のプリント 

授業内容・授業計画 

 
1. Speaking 
2. Listening（Hearing) 
3. Phonics 
4. Quiz＆Chunk 

時間数 
10 
10 
4 
6 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G12 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
教養ゼミⅢ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 1 各担当 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

教養ゼミⅢは各科の専門科目・一般科目に関係なく、各学生の視野を広げるために設けられた授業であ

る。 

 授 業 の 概 要 

普段の学科の学習では学習できない教養科目を複数の決められた講座から選択する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出席状況や授業で行う小テストや期末テスト、課題の提出などで決定する。出席率

70%以上が必須。 担当毎 

 使用テキスト・教材 

・各選択科目により異なる。 

授業内容・授業計画 

 
1. 各種選択科目の授業内容 

時間数 
30 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-G13 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
教養ゼミⅣ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 1 森 麻里 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

英語の正確なHearing力・ものおじしないSpeaking力を高め、その場の環境に応じてスムーズに話せ

るよう学習する。 
TOEICのListeningを体験し、英語のコミュニケーション能力を高める。 

 授 業 の 概 要 

今まで習った単語や表現を使ったセンテンスや会話を聞き取り、自分の力で英語を話す機会を増やし、

英語を身近に感じる授業をすすめる。 
身近な記事などを速読し、大まかな内容を把握する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
授業態度（積極や発言） 
授業内で行う小テスト（3-5回） 
提出物 

小テスト 
授業評価 

50% 
50% 

 使用テキスト・教材 

授業で配布のプリント 

授業内容・授業計画 

 
1. Speaking 
2. Listening(Hearing) 
3. Phonics 
4. Reading&Understanding 

時間数 
10 
10 
4 
6 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR01 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
パソコン利用技術Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

この講義は入学後、パソコンの利用に慣れるために実施するものである。企業入社後や様々な環境への配属直

後は高度専門士として迅速な環境応対を要求される。それらに応えていくための模擬訓練と位置付ける。前半

は標準的なPCセットアップやトラブルシューティングの方法を学習する。プリンタおよびネットワーク・イ

ンターネットへの接続方法、セキュリティへの考え方等、ITリテラシの向上に繋がる実践的な知識を習得す

る。後半はビジネススキルとして標準になりつつあるWord、Excel、PowewrPointの操作に慣れ、今後スム

ーズな資料作成ができるようになることを目標とする。 
 授 業 の 概 要 

スマートフォンが中心になった世の中において PC 操作に慣れていないという人も多い。また、個人で

利用する周辺 IT環境と組織内の IT環境を利用することは似て非なるものである。情報倫理も踏まえた

「実践的な講義」となるため、全員が高評価を取得できるように学習をして欲しい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠、レポート課題で評価する。 

レポート 
出欠 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

・教員作成のオリジナルプリント 

授業内容・授業計画 

 
1. PCセットアップ①（OSと初期操作） 
2. PCセットアップ②（NWとプリンタ） 
3. トラブルシュートとメンテナンス 
4. モバイルデバイスとセキュリティ 
5. BYODと情報倫理 
6. ストレージ（USB・外付HDD・サーバ） 
7. Windows以外の情報世界 
8. Word操作基礎 
9. Excel操作基礎 
 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
10. 基本情報技術者 試験体験① 
11. 基本情報技術者 試験体験② 
12. 学習成果確認① 
13. プレゼンテーション① 
14. プレゼンテーション② 
15. 学習成果確認試② 
 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR02 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
パソコン利用技術Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 1 野田 清文 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・PCやモバイル機器、ノートPCなどのハード面、OSを中心としたソフト面、プリンターなどの 
周辺機器に関連した運用・管理、メンテナンスなどのスキルを学習する。 

 授 業 の 概 要 

この授業では、エンドユーザーが利用するＰＣやネットワーク、セキュリティ/フォレンジックの基本を

理解し、ハードウェアやソフトウェアを適切・安全に分析し、トラブルシューティングできる問題解決

スキルを身につける授業や演習を行う。 

 成 績 評 価 の 方 法 
筆記試験、出欠席状況で評価。 

筆記試験 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

パソコンの仕組みの絵本 ㈱アンク著 

授業内容・授業計画 

 
1. オリエンテーション 
2. CPUとチップセット 
3. CPUとチップセット 
4. メモリ 
5. ハードディスク 
6. いろいろな記憶装置 
7. いろいろな記憶装置 
8. 映像とサウンド 
9. 入力と出力 
10. プリンタ 
11. 周辺装置 
12. ネットワークインターフェース 
13. ネットワークインターフェース 
14. ＰＣ組み立て 
15. ＰＣ組み立て 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR03 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

演習 高度 ITビジネス科 
表計算基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 1 清 慶治 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

Microsoft Office Specialist（Excel2019）の資格取得を目的とする。 

 授 業 の 概 要 

模擬問題を解きながら、MOS取得に必要な技能を養成する。 
講義終了直後、クラス全員がMOSを受験する。 
コマ数が少ないため、日頃から自主学習を行うことが望ましい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
試験結果に出席率・授業態度などを考慮して評価。 

期末試験 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

日経BP社「MOS攻略問題集 Excel2019」 

授業内容・授業計画 

 
1. 模擬問題、実習データのインストール 
2. ワークシートやブックの作成と管理 
3. セルやセル範囲のデータの管理 
4. テーブルの作成 
5. 数式や関数を使用した演算の実行 
6. グラフやオブジェクトの作成 
7. 模擬問題（練習モード） 
8. 模擬問題（本番モード） 
9. 表計算の試験 
 
 
 
 
 

時間数 
2 
4 
2 
2 
4 
2 
6 
6 
2 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。 
※実務経験のある教員が担当する科目である。 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR04 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

演習 高度 ITビジネス科 
表計算応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 1 吉田 文昭 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

マクロとＶＢＡを中心に学習する。 

 授 業 の 概 要 

授業は教科書中心に演習主体でおこなう。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席、演習課題などで評価。 

演習課題 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

仕事を速くするＥｘｃｅｌ ＶＢＡ入門 日経ＢＰムック 
参考資料：「かんたんExcel マクロ&VBA 技術評論社」 

授業内容・授業計画 

 
1. マクロ作成基本、マクロとVBAの関係 
2. VBA ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾛｼｰｼﾞｬ 
3. 変数と配列、条件分枝と繰り返し 
4. セル・行・列の操作 
5. シート、ブックの操作 
6. 表の操作、並べ替え、抽出、印刷 
7. ACCESS活用術 
8. イベントプロシージャ活用術 
9. ユーザフォーム活用術 
10. 課題制作 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
4 
6 
6 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR05 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
Officeシステム開発 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 1 吉田 文昭 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・Excel VBA・マクロ等を使用したシステム開発演習。 
・Office シリーズに共通な関数やVBAを用い、データ分析など業務効率化を図るのに有益なデータ処

理方法やデータ分析手法を学ぶ。 

 授 業 の 概 要 

１年次に学習した「表計算基礎」「表計算応用」を元に、演習主体の授業を行い簡単な業務 
改善をExcelで実現できるスキルを身につける。 
Excelは強力な開発言語VBAを実装しており、それを使用したシステムを実現でき、授業では、与えら

れた課題をデータ分析など問題解決に役立つシステムの開発を行っていく。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題制作の成績、出欠席状況で評価。 その他 

課題評価 
20% 
80% 

 使用テキスト・教材 

「小さな会社のExcel VBA業務自動化アプリケーション作成・運用ガイド」  
武藤 玄   (著),    早坂 清志 (著),    植木 悠二   (著)、プリント配布 

授業内容・授業計画 

 
1 .業務開発事例の説明 
2. Excel VBAについて（開発ポイント） 
3. Excel VBAについて（基礎知識） 
4. 現金出納帳 
5. 売掛金管理システム 
6. グラフ表示 
7. Webデータの活用 
8. AccessＤＢの利用 
9. ＶＢＡの応用 

10. ＶＢＡの応用 
11. 課題制作 
12. 課題制作 
13. 課題制作 
14. 課題制作 
15. 課題制作 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※プログラミング技術を学ぶのでアルゴリズムの知

識が必要となる。 
表計算基礎、表計算応用 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR06 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
コンピュータ概論 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

仕事上での様々な問題を解決するために、最適な手法や数値を導き出すのに必要とされる知識を習得す

る。具体的には、情報処理試験に出題される情報数学や、経営科学的手法、数理的手法を学ぶ。 
基本情報技術者試験、ITパスポート試験の合格を目指す。 

 授 業 の 概 要 

前項で示した学習内容は、企業経営を支援するときに必要とされる知識です。 
情報処理試験で必要となる応用数学や経営科学的手法が理解できるようになります。 

 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験、出欠席で評価。 

期末試験 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

IT戦略とマネジメント（第1部 第3章 「経営科学」）、補足プリント 

授業内容・授業計画 

 
1. 応用数学（集合、命題） 
2. 応用数学（確率） 
3. 応用数学（統計） 
4. 応用数学（数値解析） 
5. 応用数学（待ち行列） 
6. 応用数学（グラフ理論） 
7. OR（線形計画法、日程計画） 
8. OR（在庫管理、発注方式） 
9. OR（ゲーム理論） 
10. OR（最適化問題） 
11. IE（経営工学）分析手法 
12. QC（品質管理）手法 
13. 業務分析（データ収集技法、データ整理技法） 
14. 業務分析（図解・グラフ、データ分析手法） 
15. まとめ、演習問題 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR07 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
ソフトウェア 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

ソフトウェアの体系、プログラム言語、言語プロセッサ、オペレーティングシステムなどの 
基礎知識を学ぶ。基本情報技術者試験、ITパスポート試験の合格を目指す。 

 授 業 の 概 要 

学習範囲はかなり広範囲にわたりますが、基本情報技術者試験や IT パスポート試験で中心となる分野

です。一歩一歩確実に理解していくことが大切です。 

 成 績 評 価 の 方 法 
筆記試験 （出欠席状況、受講態度も評価に加味します） 

期末試験 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

ITワールド（第3部 「ソフトウェア」）、補足プリント 

授業内容・授業計画 

 
1. ソフトウェアの分類 
2. ソフトウェアライセンスによる分類 
3. OSの機能と構成、OSの管理機能（ジョブ管理） 
4. OSの管理機能（タスク管理） 
5. OSの管理機能（実記憶管理） 
6. OSの管理機能（仮想記憶管理） 
7. OSの管理機能（その他の管理機能） 
8. プログラム言語の分類 
9. 言語プロセッサ（種類） 
10. 言語プロセッサ（サービスプログラム、

プログラムの属性） 
11. ファイルとレコード、ファイルのアクセス方式 
12. ファイルの編成方式、VSAM編成ファイル 
13. 小型コンピュータのファイル管理、バックアップ 
14. まとめ 
15. 演習問題 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
 
2 
2 
2 
2 
2 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR08 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
ハードウェアⅠ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・基本情報技術者試験の合格レベルの知識を学ぶ。 
・コンピュータのハードウェアに焦点を置いた授業とする。 
・データ表現、主記憶装置、ＣＰＵ、補助記憶装置、入出力装置まで学習する。 

 授 業 の 概 要 

授業は教科書中心に行う。特に計算問題などは基礎が必要なのでよく学習してほしい。 
資格の合格を目指して授業を行うため日頃の自習が望ましい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席および期末試験などで評価。 

期末試験 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

ＩＴワールド（第一部） 
補足プリント 

授業内容・授業計画 

 
1. コンピュータの歴史、コンピュータの五大装置 
2. データの表現 
3. 基数と基数変換（2進数、8進数） 
4. 基数と基数変換（2進数から10進数への基数 

変換、10進数から2進数への基数変換等） 
5. データの表現形式 
（文字データ、数値データ10進表記） 

6. データの表現形式 
（数値データ2進表記、固定小数点数） 

7. データの表現形式 
（数値データ2進表記、浮動小数点数、誤差） 

8. データの表現形式（シフト演算） 
9. 中央処理装置の構成、主記憶装置の構成、 

主記憶装置の構成要素、主記憶装置の容量拡張 
10. 命令とアドレッシング 
11. ALUの構成回路 

時間数 
2 
2 
2 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
2 
 
2 
2 

 
12. 高速化技術、磁気ディスク 
13. 光ディスク、入力装置 
14. 出力装置、入出力制御方式、入出力 
  インタフェース 
15. まとめ、演習 

時間数 
2 
2 
2 
 
2 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR09 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
ハードウェアⅡ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 2 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

コンピュータのハードウェア、特に情報処理システムに焦点を当てて、高信頼化システムの構成、情報

処理システムの評価、ヒューマンインタフェース、マルチメディアなどを学ぶ。基本情報技術者試験、

ITパスポート試験の合格を目指す。 

 授 業 の 概 要 

信頼性や性能の評価では計算が必要となりますので、考え方をよく理解する必要があります。練習問題

およびその復習を通じて、一歩一歩確実に理解し、慣れていくことが大切です。 

 成 績 評 価 の 方 法 
筆記試験 （出欠席状況、受講態度も評価に加味します） 

期末試験 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

ITワールド（第2部 「情報処理システム」）、補足プリント 

授業内容・授業計画 

 
1. 情報処理システムの処理形態 
2. 高信頼化システムの構成 
3. 情報処理システムの評価 
4. ヒューマンインタフェース 
5. マルチメディア 
6. まとめ、演習問題 

時間数 
4 
4 
6 
4 
6 
6 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR10 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
アルゴリズム基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

プログラムを理解／作成する上で必要となる問題解決のための手順について学習する。前半はフローチ

ャートによるトレースや基本的な処理の流れを追えるように学習を深め、後半は基本情報技術者試験を

意識した擬似言語の学習を行う。変数、配列、比較処理、繰返し処理、２重ループ、文字列処理、探索

処理、整列処理といったロジック思考の基礎を固めることを目標とする。 
 授 業 の 概 要 

例年、ロジカルな考え方に付いていくことが難しい学生を多く見かける。反復練習、自己復習で十分に

補える内容なので、途中で投げ出さずに定着を図ってもらいたい。テキストにも問題がたくさん載って

いる。自分で順番に解いていくことで実力はついてくるので、地道に一つひとつの問題を解いてアルゴ

リズムに慣れて欲しい。 
 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験結果および出欠状況で評価。 

期末試験 
その他 

90% 
10% 

 使用テキスト・教材 

データ構造とアルゴリズム インフォテックサーブ 

授業内容・授業計画 

 
1. イントロダクション 
2. フローチャートと演算子 
3. 基本制御構造と繰返し処理 
4. 疑似言語理解① 
5. 疑似言語理解② 
6. 復習／演習Ⅰ 
7. 配列 
8. ハッシュ 
9. 復習／演習Ⅱ 
10. リスト操作（データ追加） 
11. リスト操作（データ削除） 
12. 復習／演習Ⅲ 
13. スタック 
14. キュー 
15. 復習／演習Ⅳ 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR11 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
アルゴリズム応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 2 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

プログラムを作成する上で必要となる基本的なアルゴリズムとデータ構造について学習する。基本情報

技術者試験への挑戦に向けて、疑似言語を中心とした練習問題を中心に講義を進める。状況によりプロ

グラム言語Ⅱの講義とリンクして進めることもある。 

 授 業 の 概 要 

疑似言語は基本情報技術者試験の突破には必要不可欠な分野だが、例年定着率が伸び悩む傾向にある。

ロジカルシンキングは苦手な学生も多いが、試験突破・社会人としての基礎教養として確実に身に着け

てもらいたい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験結果および出欠状況で評価。 

期末試験 
その他 

90% 
10% 

 使用テキスト・教材 

基本情報STEP UP演習 アルゴリズム対策 インフォテックサーブ 

授業内容・授業計画 

 
1. 基礎の復習 
2. 順位付け処理 
3. 線形探索 
4. ハッシュ探索 
5. 2分探索 
6. 復習／演習Ⅰ 
7. 文字列比較 
8. 文字列転記 
9. クイックソート 
10. 復習／演習Ⅱ 
11. 木構造 
12. シェルソート 
13. 逆ポーランド記法 
14. 復習／演習Ⅲ 
15. グラフ処理 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR12 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
システム開発基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 横路 岳彦 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

この授業では、情報システム戦略、システム開発技術、ソフトウェア開発技術、システム開発環境、Web
アプリケーション開発について学習する。ＩＴパスポート、基本情報技術者試験に出題される用語につ

いて、その概要を理解し問題に対応できる知識を習得し、情報システム戦略の意義とシステム開発の方

法・手順を理解することを目標にしている。 
 授 業 の 概 要 

IT戦略とマネジメント（第３部、第４部）を使用して情報システム戦略、システム開発技術、ソフトウ

ェア開発技術、システム開発環境、Webアプリケーション開発について学習し、補足プリント（要点の

整理、課題や問題）や期末試験でその理解度を確認していく。 

 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験の成績と授業中に提出してもらう課題や問題回答の双方にて評価する。 

期末試験 
課  題 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

IT戦略とマネジメント（第３部、第４部）、補足プリント 

授業内容・授業計画 

 
1. 情報システム戦略のプロセス 

（全体システム化計画） 
2. 情報システム戦略のプロセス 

（情報化投資計画、情報システム戦略の実行） 
3. 業務プロセスとソリューションビジネス 
4. 企画プロセス／開発計画 
5. 要件定義プロセス／調達 
6. システム開発技術、システム開発プロセス 
7. システム開発プロセス 
8. ソフトウェア実装プロセス 
9. ソフトウェア実装プロセス 

（ソフトウェア構築プロセス） 
10. ソフトウェア実装結合プロセス、 

保守・廃棄プロセス 

時間数 
2 
 
2 
 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
 
2 

 
11. ソフトウェア開発手法、ソフトウェア 

設計手法（構造化設計） 
12. ソフトウェア設計手法（オブジェクト 

指向設計）、開発プロセス 
13. 知的財産適用管理、構成管理・変更 

管理、Webアプリケーション 
14. まとめ 
15. 演習問題 

時間数 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
2 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR13 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
データベース基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

基本情報技術者試験、ITパスポート試験合格を目指します。データベースの種類、特徴、データベース

モデル、３層スキーマの基本的な考え方やデータベース管理システムの目的、代表的な機能などデータ

ベースの基礎的な学習を行います。 

 授 業 の 概 要 

用語を覚えることを中心に学習します。更に情報処理試験でも中心となる分野です。 
一歩一歩確実に理解し、自分のものにしてください。 

 成 績 評 価 の 方 法 
筆記試験、出欠席で評価。 

期末試験 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

ITワールド（第4部）補足プリント 

授業内容・授業計画 

 
1. データベースの概要① DB とファイルの

違い、DBの設計（データモデル） 
2. DB設計（関係モデル）関係演算（選択、射影、 
結合、商）、集合演算（和、差、積、直積） 

3. DBの概念設計（E-Rモデル） 
4. DBの論理設計（正規化の目的と手順） 
5. DBの論理設計（第一正規化、第二正規化、 
第三正規化） 

6. "DB管理システム（DBMS）DB定義機能 
（概念スキーマ、外部スキーマ、内部スキーマ）" 
7. DB管理システム（DBMS）DB操作機能 DB制御機能

（保全機能：排他制御、デッドロック、セマフォ方式他） 

機密保護機能：暗号化、アクセス権、ログファイル他） 

8. "DB管理システム（DBMS）DB制御機能

（障害回復機能：ロールフォワード、ロールバッ 
ク、ウォームスタート、コールドスタート他）" 

時間数 
2 
 
2 
 
2 
2 
2 
 
2 
 
2 
 
 
2 

 
9. "DB管理システム（DBMS） 

DBトランザクション管理 
（ACID特性：原子性、一貫性、分離性、持続性）" 

10. SQL① データ定義①（DBの定義、 
テーブルの定義、ビューの定義） 

11. SQL② データ定義②（アクセス権 
の定義、データの格納） 

12. SQL③ データ操作①（条件指定のな

い参照、条件指定のある参照、グループ化） 
13. SQL④ データ操作②（データの整 

列、テーブルの結合、副問合せ他） 
14. いろいろなデータベース（分散DB、

データウェアハウス、その他関連技術） 
15. 演習問題 

時間数 
2 
 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR14 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
ＩＴ戦略とマネジメント 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 通年 必修 60 4 鈴木 孝昌 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

企業活動、企業会計、標準化、関連法規、経営戦略、プロジェクトマネジメント、サービスマネジメン

ト、システム監査、内部統制について学習します。 

 授 業 の 概 要 

ＩＴパスポート、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験に出題される問題について、その概要を理

解し対応できる基礎知識と応用力を習得します。 

 成 績 評 価 の 方 法 
学期末試験の成績で評価。 

期末試験 100% 

 使用テキスト・教材 

IT戦略とマネジメント（第1部3章以外、第2部、第5部、第6部、第7部） 
  

授業内容・授業計画 

 
1. 企業と法務 企業活動の目的 
2. 企業の組織体系、経営管理 
3. 企業会計 損益計算書、損益分岐点分析 
4. 知的財産権 
5. セキュリティ関連法規 
6. 労働関連・取引関連法規 
7. その他関連法規 
8. コンプライアンス 
9. 標準化と認証制度 
10. 経営戦略経営戦略手法 
11. マーケティング 
12. ビジネス戦略と目標評価 
13. 経営管理システム 
14. 技術開発戦略の立案、マネジメント 
15. ビジネス・エンジニアリングシステム 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
16. eビジネス、民生機器と産業機器 
17. 前期期末試験 
18. プロジェクトマネジメントの概要 
19. 統合マネジメント、スコープマネジメント 
20. タイムマネジメント、コストマネジメント 
21. 品質マネジメント、リスクマネジメント 
22. その他マネジメント 
23. サービスマネジメント 概要 
24. サービスの設計・移行 
25. サービスマネジメントプロセス、運用 
26. ファシリティマネジメント 
27. システム監査 目的と考え方 
28. システム監査の実施手順 
29. システム監査技法と報告 
30. 後期期末試験 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR15 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
ネットワーク基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 30 2 小山 幸三郎 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

実際のお客様システムをベースに、｢ITシステムの全体構造とそれを支えるネットワークの 
基盤技術｣を修得します。併せて基本情報技術者/ITパスポート資格の取得を目指します。 
 授 業 の 概 要 

ネット/サーバ/プロトコル等の単体技術だけでなく、それらが｢実際にどう組合わされ、どう動くのか？｣

の視点から｢ITシステムの全体｣を捉えるようにして下さい。学習事項のいずれも重要であり、2学年以

降の学習や実 IT現場で活躍するためのベースとなりますので、確実に理解するようにして下さい。 
 成 績 評 価 の 方 法 
講座内での演習課題と前期期末試験および出欠席状況 期末試験 

課  題 
その他 

40% 
40% 
40% 

 使用テキスト・教材 

1)ﾈｯﾄﾜｰｸ基礎ﾃｷｽﾄ(AP1.ｼｽﾃﾑ全体構造&ｲﾝﾌﾗ,AP2.TCP/IP ﾌﾟﾛﾄｺﾙ,AP3.ｼｽﾃﾑｱｸｾｽﾌﾛｰ&ｾｷｭﾘﾃｨ対策)  
2)演習課題/基本情報処理試験過去問題と解説 
3)基本情報技術者教室(第7章ﾈｯﾄﾜｰｸ技術）    
4)ITワールド(第5部ﾈｯﾄﾜｰｸ） 

授業内容・授業計画 

 

1. "イントラ/インタネットシステムの全体構造と 

それを支えるネットワーク基盤技術" 

2. LAN-1>LAN基本構造と接続形態,中継器の相違と 

選択,Eternetとトラフィック制御 

3. LAN-2>L2sw機能(MACスッチング),L3sw/Router 

機能(IPルーティング),無線LAN 

4. WAN-1>WAN接続と通信キャリア,高速デジ 

/ISDN/FR/ATM/IPVPN/広域Ether接続 

5. WAN-2>同キャリアサービスの効果的選択,インタ 

ネット接続とVPN(暗号化) 

6. WAN-3>)通信速度(データ量と転送時間)、伝送制御 

手順とコネクション/同期/誤り制御 

7. CP/IP-1>通信プロトコル(OSI,TCP/IP),TCP/IP 

構造とMAC/IP/Portによるノード接続 

8. CP/IP-2>IPアドレスとサブネット,NAT/NAPTアド 

レス変換,TCPコネクション/UDP  

時間数 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 

 

9. TCP/IP-3>ARP/ICMP機能,ネット管理 

(SNMP/Ping/IPconf),<総合演習&まとめ> 

10. アクセス-1>イントラ/インタネットシステム 

の構造、DMZ/FireWallとセキュリティ対策 

11. アクセス-2>DNS名前解決,WWWアクセスと 

環境設計,Proxyとインタネットアクセス 

12. アクセス-3>MAILアクセスと環境設計,インタ 

ネットドメイン構造とRootServer 

13. アクセス-4>攻撃 

(IPS/IDS,FW,Antivirus,WAF),脆弱性診断 

14. アクセストラブル切分け基本, 

<総合演習&まとめ> 

15. 演習課題/基本情報技術者試験過去問題/テキス

ト章末問題による総まとめとフォロー 

時間数 

2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR16 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
情報セキュリティ基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 2 小山 幸三郎 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

実際のセキュリティ被害の事例をベースに｢情報資産に対するセキュリティ対策の基本とその重要性｣を修得すると共に、基

本情報技術者/ITパスポート資格の取得を目指します。 

 授 業 の 概 要 

現代社会を支えている ITシステムの停止や情報漏洩は大きな社会問題となります。このた 
め情報セキュリティに対する基本知識の修得は極めて重要です。多くの学習事項があります 
が,｢お客様の情報資源を守り,且つ必要な時に的確に情報提供するために何をすべきか？｣の 
視点で学習に取組んで下さい。 
 成 績 評 価 の 方 法 
講座内での演習課題と後期期末試験及び出欠席状況 
  

期末試験 
課  題 
その他 

40% 
40% 
20% 

 使用テキスト・教材 

1)情報ｾｷｭﾘﾃｨ基礎ﾃｷｽﾄ(AP4.情報ｾｷｭ基本/脅威/対策,暗号化/PKI公開基盤,ﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ,ｾｷｭﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ) 
2)演習課題,基本情報処理試験過去問題と解説  
3)基本情報技術者教室（第9章情報ｾｷｭﾘﾃｨ） 
4)ITワールド（第6部ｾｷｭﾘﾃｨ） 
授業内容・授業計画 

 

1. 情報ｾｷｭﾘﾃｨの基本(機密/完全/可用性),脆弱性と脅威 

(物理/人/技術),IPA被害実例と教訓  

2. ﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ-1>ｼｽﾃﾑ全体構造(外部/DMZ/内部), 

主要構成ｺﾝﾎﾟー ﾈﾝﾄ(FW/IPS/WAF/Proxy..他) 

3. ﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ-2>ｼｽﾃﾑｱｸｾｽﾌﾛｰ(ｲﾝﾄﾗ/ｲﾝﾀﾈｯﾄWWW 

ｱｸｾｽとDNS/Proxy/Root/NAT/VPN..他)  

4. ﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ-3>ｼｽﾃﾑｱｸｾｽﾌﾛｰ(ｲﾝﾄﾗ/ｲﾝﾀﾈｯﾄMail 

ｱｸｾｽとPOP/SMTP/DNSmx/Mailﾙｰﾃｨﾝｸ゙ ..他)  

5. ﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ-4>ｼｽﾃﾑｱｸｾｽﾌﾛｰまとめ,補足 

(Proxy/検疫/ｱｸｾｽﾛｸ゙ /ﾍ ﾈ゚ﾄﾚ ｼーｮﾝ/運用管理/無線..他) 

6. 脅威&対策-1>主要攻撃(標的型,Dos/DDos,Flood/ 

踏み台,SQL ｲﾝｼ ｪ゙ｸ,XSS,CSRF..他) 

7. 脅威&対策-2>主要攻撃(続き:DNSｷｬｯｼｭﾎ ｲ゚ｽ゙ , 

辞書..ｿ ｼーｬﾙｴﾝｼ ﾆ゙ｱ他),ｳｲﾙｽ/ﾏﾙｳｴｱと対策 

    

時間数 
2 
 
2 
 
2 
 
3 
 
3 
 
2 
 
2 

 

8. 脅威&対策-3>演習課題&基本情報技術者試験 

過去問題による攻撃と対策まとめ  

9. 暗号&認証-1>暗号化の必要性と手法(共通/ 

公開鍵方式,ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ゙ 暗号による課題解決) 

10. 暗号&認証-2>正当性の確認(ﾃ ｼ゙ ﾀ゙ﾙ署名,認証局 

による公開鍵の正当性確認) 

11. 暗号&認証-3>公開鍵基盤PKIの実装 

(SSL/TLS-www/SMIMS-mailｱｸｾｽの実例)  

12. ﾕｰｻ゙ 認証>ﾜﾝﾀｲﾑﾊ゚ ｽ/ｺー ﾙﾊ ｯ゙ｸ/2要素/ﾊ゙ ｲｵ 

ﾒﾄﾘｯｸｽ..他、情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈー ｼ゙ ﾒﾝﾄとﾘｽｸ管理 

13. 情報ｾｷｭﾘﾃｨ全体のまとめ 

演習課題/基本情報技術者試験過去問題/ﾃｷｽﾄ章

末問題による総まとめとフォロー  

 

時間数 
2 
 
2 
 
2 
 
3 
 
3 
 
2 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR17 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
プログラム言語Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 前期 必修 60 2 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

Java言語を使ってオブジェクト指向言語の開発に必要なクラス、インスタンス、コンストラクタ等の内

容を段階的に学習し、基礎的なプログラム作成ができることを目標とする。 
基本情報処理技術者試験、Javaプログラミング能力認定試験3級、理解力によっては2級に合格でき

る知識を習得することが望ましい。 
 授 業 の 概 要 

講義ではパソコン上で実際にプログラム作成することを重視する。 
小テスト・演習問題・テキストを確実に、かつ何回も解いていくことで理解が深まる。 
理解不足の箇所があるとリカバリが難しくなるので、単元毎で確実に理解してほしい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験の結果及び演習課題の状況、出欠席等で評価。 期末試験 

演習課題 
その他 

80% 
10% 
10% 

 使用テキスト・教材 

「スッキリわかるJava入門」 インプレス社 

授業内容・授業計画 

 
1. Java言語と基礎知識 
2. Javaプログラムの基本構造 
3. 変数宣言の文 
4. 計算文とオペランドと演算子 
5. 型変換と命令実行文 
6. プログラムの流れと書き方 
7. 条件式の書き方と分岐構文 
8. 繰返構文のバリエーションと文法 
9. 制御構造の応用 
10. 配列のメリットと書き方 
11. 配列と例外 
12. 配列データをまとめて扱う 
13. ガーベジコレクションとnull 
14. 多次元配列 
15. 復習① 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
16. メソッドとmainメソッド 
17. 引数と使い方 
18. 戻り値の概念と使い方 
19. オーバーロード 
20. 引数・戻り値と配列の組合せ 
21. ソースファイルの分割 
22. 複数クラスで構成されるプログラム 
23. オブジェクト指向の必要性 
24. オブジェクト指向の定義とクラス 
25. 継承・多態性・カプセル化 
26. インスタンスとクラス 
27. mainメソッドのないクラス 
28. クラス定義とフィールド定義 
29. インスタンスと様々なルール 
30. 復習② 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR18 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
プログラム言語Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 60 2 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

プログラム言語Ⅰの授業の続きを学習する。範囲としてファイル処理、AWT、Swingを使ったWindows
アプリの作成方法やDBとの連携方法などを学習する。基本情報処理技術者試験、Javaプログラミング

能力認定試験3級、理解力によっては2級に合格できる知識を習得することが望ましい。 

 授 業 の 概 要 

講義ではパソコン上で実際にプログラム作成することを重視する。演習問題・テキストを確実にかつ何

回も解いていくことで理解が深まる。理解不足の箇所があるとリカバリが難しくなるので、単元毎で確

実に理解してほしい。何故そうなるのか、という気持ちを持って自分でしっかりと考えることが大切で

ある。 
 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験の結果及び演習課題の状況、出欠席等で評価。 期末試験 

演習課題 
その他 

80% 
10% 
10% 

 使用テキスト・教材 

「スッキリわかるJava入門」 インプレス社 

授業内容・授業計画 

 
1. クラス型と参照 
2. コンストラクタ 
3. 継承の基礎知識 
4. 継承のセオリーとオーバーライド 
5. 継承とコンストラクタ 
6. 先を考えた継承 
7. 高度な継承と複雑な理由 
8. 抽象クラス 
9. 抽象メソッドのオーバーライド 
10. インタフェースの基礎知識 
11. インタフェースの実装 
12. 多態性と曖昧解釈 
13. 多態性のメリット 
14. 復習① 
15. 復習② 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
16. カプセル化の基礎知識 
17. アクセス制御と他クラス参照 
18. privateとpublicの定石 
19. getterとsetterによるフィールド操作 
20. 静的メンバとStatic 
21. ArrayListとイテレータ 
22. 例外の復習 
23. 例外処理とTry-Catch 
24. 例外発生と例外インスタンス 
25. 例外発生と throw 
26. 復習③ 
27. 復習④ 
28. 進級課題対策① 
29. 進級課題対策② 
30. Java検定対策 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR19 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
オブジェクト指向設計 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 60 4 横路 岳彦 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

オブジェクト指向は現在主流となっているソフトウェアの開発技法で、ＵＭＬはその表記法である。

「astah professional」を使ってＵＭＬの主なダイアグラム（図）を記述できるようになる。 

 授 業 の 概 要 

ＵＭＬの主なダイアグラム（図）について、用途と「astah professional」を使った表現を学習する。操

作方法を覚えるだけでなく、「自分で考えて」表現することを心掛ける。 

 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験の得点と課題と学習意欲(出席状況等)で判定する。 期末試験 

課  題 
学習意欲 

60% 
30% 
10% 

 使用テキスト・教材 

「ゼロからわかるUML超入門」／河合昭男 著（技術評論社） 

授業内容・授業計画 

 
1. 「astah professional」設定 
   オブジェクト指向とは（概論） 
2. オブジェクトとは 
3. ＵＭＬとは、モデルとは 
4. クラス 
5. オブジェクト図、クラス図 
6. リンク、関連、多重度、課題 
7. ＣＲＣカード、責務とメッセージ 
8. コミュニケーション図 
9.  シーケンス図 
10. ステートマシン図、課題 
11. クラスの分類、汎化関係、継承 
12. 抽象クラス 

時間数 
2 
 
2 
2 
2 
2 
4 
2 
2 
2 
4 
2 
2 

 
13. インタフェース、課題 
14. 集約、コンポジション、課題 
15. ユースケース図 
16. アクティビティ図、パッケージ図 
17. 課題 
18. オブジェクト指向開発プロセス（概要） 
19. レンタルショップの貸出管理システム 
  （要求モデル） 
20. レンタルショップの貸出管理システム 
  （分析モデル） 
21. プログラムからUML 
22. オブジェクト指向開発事例 
23. 総復習 

時間数 
4 
4 
2 
2 
2 
2 
4 
 
4 
 
2 
4 
2 

 その他  関連科目 

各回毎に課題を実施する。  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR20 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
HTML基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 30 2 宮木 孝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

Webサイト制作に必要となるHTML5、CSS3によるコーディング方法を学習する。教員が提示する 
サンプルをもとに、Webページを1ページ作成できるようになることを目標とする。 

 授 業 の 概 要 

あらゆるWeb制作において、HTML5、CSS3は必ず覚えるべき言語であり、 
Web系の基礎科目として非常に重要な授業となる。本授業では、サンプルページを制作しながら 
実践的に言語を学ぶため、欠課数が増えると、試験の結果に大きく影響する。ブラウザによる 
動作確認、教材の事典を用いながら、単語の意味を理解していくことが大切である。 
 成 績 評 価 の 方 法 
筆記試験（またはWeb試験）の成績、出欠席状況で評価する。 

出 欠 席 
期末試験 

20% 
80% 

 使用テキスト・教材 

・できるポケットWeb制作必携 HTML&CSS全事典 改訂版 
HTML Living Standard & CSS3/4対応（株式会社インプレス） 

・その他、担当教員が準備した資料を使用する。 
授業内容・授業計画 

 
１．オリエンテーション 
２．ボックスレイアウト 
  2-1．1カラム 
  2-2．2カラム 
３．サンプルページ制作 
  4-1．header 
  4-2．nav 
  4-3．main 
  4-4．section・article 
  4-5．aside ( sidebar ) 
  4-6．footer 

時間数 
2 
 
4 
4 
 
4 
2 
4 
4 
2 
4 

 時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

・HTML応用 
・HTML総合演習 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR21 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
HTML応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 30 1 深澤 裕明 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

教員が提示するサンプルをもとに、レスポンシブ対応のWebページの構築ができるようになることを目

標とする。 

 授 業 の 概 要 

スマートフォンが普及する中で、デバイスに応じたレイアウトの最適化は習得が必須となる。 
この授業では、メディアクエリを使用したレスポンシブの導入を行い、教員が準備したサンプル 
サイトの制作を行う。そのためには、1年次に学習したHTML基礎の知識が必要となる。 

 成 績 評 価 の 方 法 
筆記試験（またはWeb試験）の成績、出欠席状況で評価する。 

出 欠 席 
期末試験 

20% 
80% 

 使用テキスト・教材 

・できるポケットWeb制作必携 HTML&CSS全事典 改訂版 
HTML Living Standard & CSS3/4対応（株式会社インプレス） 

・その他、担当教員が準備した資料を使用する。 
授業内容・授業計画 

 
１．オリエンテーション 
２．レスポンシブの基礎知識 
３．トップページ制作 
４．レスポンシブ設定 
  メディアクエリ など 

時間数 
2 
4 
12 
12 
 

 時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

・HTML基礎 
・HTML総合演習 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR22 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
HTML総合演習 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 30 1 深澤 裕明 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

教員が提示するサンプルをもとに、レスポンシブ対応のWebサイトの構築ができるようになることを目

標とする。 

 授 業 の 概 要 

スマートフォンが普及する中で、デバイスに応じたレイアウトの最適化は習得が必須となる。 
この授業では、HTML応用で制作したトップページ以外の全ページを、レスポンシブに対応した形で構

築し、1つのサイトとして完成するまでを行う。 

 成 績 評 価 の 方 法 
筆記試験（またはWeb試験）の成績、出欠席状況で評価する。 

出 欠 席 
期末試験 

20% 
80% 

 使用テキスト・教材 

・できるポケットWeb制作必携 HTML&CSS全事典 改訂版 
HTML Living Standard & CSS3/4対応（株式会社インプレス） 

・その他、担当教員が準備した資料を使用する。 
授業内容・授業計画 

 
１．オリエンテーション 
２．ディレクトリ構造の理解 
３．制作環境構築 
４．下層ページ制作 
  リンクの設定、table、form など 
５．レスポンシブ設定 
  メディアクエリ など 

時間数 
2 
2 
2 
14 
 

10 

 時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

・HTML基礎 
・HTML応用 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR23 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
Webアプリケーション基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 前期 必修 60 2 
横田 一輝 
杉谷 奨太 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・Java言語を用い、サーバサイドプログラミングの基礎的事項を学習する。 
・サーバサイドアプリケーションが作れることを目標とする。 

 授 業 の 概 要 

授業では、パソコン上で実際にプログラムを作成することを重視する。 
１年次に学習した Java 言語を使用したサーバー側で動作するプログラムの開発の仕方を学習する。

Java言語の基礎知識を前提に授業を進めていくので予め、復習しておくことが望ましい。ネットワーク

やセキュリティの知識も必要となる３年生の核となる授業である。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、発表内容、出欠席状況で評価する。 

課  題 
学習態度 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

「スッキリわかるサーブレット&ＪＳＰ入門」  国本大吾   (著) 

授業内容・授業計画 

   
第１章HTMLとWebページ 
第２章Webの仕組み 
開発環境整備 サンプル実行 
第３章サーブレットの基礎 
第４章JSPの基本 
第５章フォーム 
フォームを使ったプログラムの作成 
第６章MVCモデルと処理の遷移 
フォワード、リダイレクトプログラム 
第７章リクエストスコープ 
サンプルの実行 
第８章セッションスコープ 
第９章アプリケーションスコープ 
第１０章アプリケーション作成 
ログイン機能の作成   

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
メイン画面の作成 
ログアウト機能の作成 
投稿・閲覧機能の作成 
エラーメッセージ表示機能作成 
第１１章サーブレット実行とフィルタ 
リスナーの登録 
第１２章アクションタグとＥＬ 
インクルードとEL式 
JSTLの使用 
第１３章JDBCプログラムとDAO 
JDBCプログラム 
DAOパターンプログラム 
DBを使ったサンプルアプリ 
第１４章設計手法の理解 
試験対策 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 
 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR24 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
Webアプリケーション応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 後期 必修 60 2 
杉谷 奨太 
佐藤 和也 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・企業の実践的教材を用い、システム設計書から実際にWebアプリケーションの開発を行う。 
・今まで学習したUMLで設計された教材を使用し実際に開発ができることを目標とする。 
・チームによる開発によって、スケジュール管理やソース管理の方法を学ぶ。 

 授 業 の 概 要 

「企業課題Ⅰ」につながるような演習中心の授業を行う。UML で記述された要件定義から外部、内部

設計・プログラム設計部分を把握し実際に開発を進めていく。Java言語の基礎、HTML5、JavaScript
さらに前期で学習した「Webアプリケーション基礎」の知識が必要である。 

 成 績 評 価 の 方 法 
課題提出をもって、試験に代える。 

出  席 
課  題 

20% 
80% 

 使用テキスト・教材 

企業様作成の教材 

授業内容・授業計画 

 
1. 教材内容説明 オリエンテーション  
2. 要件定義、外部設計の内容理解  
3. 内部設計の内容理解   
4. 開発     
5. レビュー    
6. ブラッシュアップ(機能追加)  
7. テスト     
8. まとめ     
9. 発表     

時間数 
2 
6 
6 
20 
4 
8 
8 
2 
4 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR25 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
クラウドコンピューティング 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 前期 必修 60 2 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・仮想化技術や、クラウドサービスについてなどクラウドコンピューティングの基礎を学び、AWS Cloud 
Foundationを取得できる程度の知識を得る。（任意受験） 
・AWSクラウドの定義、課金の考え方を学ぶ。 
・AWSを活用した設計、構築ができるようになる。 
 授 業 の 概 要 

仮想化技術やクラウドサービスの基礎的な知識を学んだうえで、クラウドサービスで一番活用されてい

るAWSについて基本的な知識を習得します。そして実際にクラウド環境で業務を遂行する ITエンジニ

アが必要とされる設計、構築技術を学びます。 
積極的に授業に参加しましょう。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、発表内容、出欠席状況で評価します。状況に応じて日頃の課題に

ついての配点を大きくします。 
期末試験 
課  題 

50% 
50% 

 使用テキスト・教材 

AWSAcademy教材 

授業内容・授業計画 

 
クラウドのコンセプトの概要 
クラウドエコノミクスと請求 
AWSグローバルインフラストラクチャの概要 
AWSクラウドのセキュリティ 
ネットワークとコンテンツ配信 
コンピューティング 
ストレージ 
データベース 
クラウドアーキテクチャ 
AutoScalingとモニタリング 

時間数 
4 
4 
4 
 
6 
8 
10 
3 
6 
5 
6 

 
期末課題 
 

時間数 
4 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。 
※実務経験のある教員が担当する科目である。 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR26 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
クラウドシステム構築演習 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 後期 必修 90 3 
立花 俊輔 
横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・AI（特に深層学習）について、なぜうまくいくのか中身を理解する 
・AIプログラミングのために必要なPython基礎・応用までを学ぶ 

 授 業 の 概 要 

授業ではまずは「AIとは？」からスタートします。Pythonの基礎を学び、AIプログラミングを作成し

てみます。併せて理論も学びます。 

 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況および内容、出欠席状況で評価。 

課  題 
学習態度 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

・ビジネスPython入門 
・AI活用についての教材は企業様にて作成の教材を利用。 

授業内容・授業計画 

 
Python基礎    
データ型と変数    
入力を受け付けて計算する   
if制御文     
while制御文    
オブジェクトと繰り返し   
モジュールと関数    
組み込み関数    
演習     
Webスクレイピングプログラム  
matplotlib演習   
NumPy演習    
手書き文字認識プログラム   
顔認識プログラム    
AI対戦リバーシプログラム   

時間数 
4 
4 
2 
4 
2 
4 
4 
4 
2 
4 
2 
2 
4 
4 
7 

 
イントロダクション 
パーセプトロン 
NumPy基礎 
ニューラルネットワーク 
ニューラルネットワークの学習 
畳み込みニューラルネットワーク 
演習課題 
 

時間数 
2 
4 
4 
6 
6 
4 
4 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  
沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR27 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
ネットワーク応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 60 2 小山 幸三郎 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

｢ネットワーク基礎(1学年)｣技術をベースに、実機によるシステム構築と事例解説によりお客様の 
実現場で要求される｢ネットワークの応用技術｣を修得する。 

 授 業 の 概 要 

1)研修目的とシステム全体設計(お客様要件の確認とシステム全体設計) 
2)TCP/IP基本設計とクライアント/サーバ/L3-SWの実装  
3)Web/dns/Mailサーバおよび ftp/NTPサーバの設計･構築･実装 
4)複数ネットワークへの構成変更と各機器パラメータ設計･構築･実装 
5)トラブルシューティングによる基盤技術の再確認とプロジェクト全体での進行の重要性  
6)まとめ(ネットワーク設計構築の要点とセキュリティ対策) 
 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席+｢実機演習進捗結果(グループ&個人)｣および｢期末修了試験｣で評価。 

期末試験 
課  題 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

1)ネットワーク応用研修テキスト(AP5) 
2)1学年使用教材｢ネットワーク基礎(AP1～3),情報セキュリティ基礎(AP4)｣<持参> 
3)参考資料：TCP/IP最高の指南書(日経NETWORK) 

授業内容・授業計画 

 

1. 研修目的と取得内容 

2. お客様要件の確認とシステム全体設計  

3. 演習にあたっての事前設定変更  

4. L3SWへの接続と初期設定  

5. クライアント／サーバのネットワーク設定 

6. 4.5.の論理付け   

7. Webサーバの設計構築と実装  

8. DNSサーバの設計構築と実装  

9. 理解度確認テスト（演習1,2）  

10. メールサーバの設計構築と実装  

11. 7.8.9.の論理付け   

 

時間数 
2 
4 
4 
2 
2 
4 
3 
3 
4 
5 
5 

 
12. FTPサーバの設計構築と実装 

13. 複数ネットワークへのシステム変更 

14. トラブルシューティング  

15. まとめ 

時間数 
8 
6 
4 
4 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 ネットワーク基礎 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR28 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

演習 高度ＩＴビジネス科 
ネットワーク構築演習 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 60 2 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・ネットワーク応用で学んだ内容を活かし、情報通信機器、サーバなどを用い、小規模LANの 
デザイン、設計、構築方法について学習する。構築した小規模LANを活用し、運用のポイントにつ

いて学習する。本格的な仕事の進め方についても当演習で修得する。 

 授 業 の 概 要 

授業は配布プリント中心におこなう。 
情報通信機器実機に触れ学習を進めるため、積極的に参加すること。 
放課後機器を利用して学習をするなど、日頃の授業の復習を行うことが望ましい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
成果物および期末試験などで評価。 成果物 

期末試験 
その他 

30% 
60% 
10% 

 使用テキスト・教材 

企業ネットワーク構築(日経NETWORK) 
配布プリント 

授業内容・授業計画 

 
1. Linuxの基本的な使い方演習① 
2. Linuxの基本的な使い方演習② 
3. Linuxの基本的な使い方演習③ 
4. Linuxの基本的な使い方演習④ 
5. LAN構築（事前検討） 
6. LAN構築（物理設計） 
7. LAN構築（論理設計） 
8. LAN構築（論理設計） 
9. 応用情報技術者過去問題（設計） 
10. 応用情報技術者過去問題（設計） 
11. WAN構築 
12. ネットワーク機器の運用 
13. ネットワーク機器の運用 
14. ネットワーク機器の運用 
15. Cisco機器概要 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
16. Cisco機器演習 
17. Cisco機器演習 
18. Cisco機器演習 
19. Cisco機器演習 
20. Cisco機器演習 
21. Cisco機器演習 
22. Cisco機器演習 
23. Cisco機器演習 
24. Cisco機器演習 
25. Cisco機器演習 
26. Cisco機器演習 
27. Cisco機器演習 
28. Cisco機器演習 
29. まとめ 
30. まとめ 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 ネットワーク基礎、ネットワーク応用 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR29 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
情報セキュリティ演習 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 前期 必修 60 2 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・情報セキュリティ対策に必要な理論を学び、実践的な演習を行う。 
・脆弱性体験型の学習ツールを利用し、実際の攻撃やセキュリティ対策について学ぶ。 

 授 業 の 概 要 

Webアプリケーション、サーバ・デスクトップアプリケーション、ネットワーク、 
サーバの脆弱性について、学習する。最終的には、システム全体のセキュリティを担保できるスキルを

習得する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、出欠席状況等の授業内態度で評価する。 期末試験 

課  題 
 

60% 
40% 

 
 使用テキスト・教材 

セキュリティ最強の指南書（日経NETWORK） 

授業内容・授業計画 

 
復習     
クロスサイトスクリプティング  
クロスサイトリクエストフォージェリ  
SQLインジェクション   
ディレクトリトラバーサル   
OSコマンドインジェクション  
SSL,TLS証明書の作成   
サイバー防災訓練①   
セッション管理の不備   
本人認証の不備   
バッファオーバーフロー  
HTTPヘッダインジェクション  
クリックジャッキング  
DNS関連セキュリティ  
メールヘッダインジェクション  

時間数 
2 
4 
4 
4 
2 
2 
4 
6 
4 
4 
2 
2 
2 
6 
4 

 
サイバー防災訓練② 
クラウドセキュリティ 
 

時間数 
6 
2 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR30 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
プログラム言語Ⅲ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 60 2 内田 正章 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・C#言語を用い、ウィンドウズプログラミングの基礎的事項を学習する。 
・C#を使い、ウィンドウズGUIアプリケーションが作れることを目標とする。 
・アプリケーションの作成を通して、オブジェクト指向の基本的事項について再確認する。 

 授 業 の 概 要 

授業では、パソコン上で実際にプログラムを作成することを重視します。各回の授業のテーマに沿って

プログラムを作成し、作成状況／動作結果を教員に提示してもらいます。プログラミングの習得の早道

は「習うより慣れろ」という気持ちが大事です。とにかくプログラムを入力し、動作確認しながらプロ

グラミングを覚えましょう。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の作成状況、発表内容で評価します。出欠席状況、受講態度も評価に加味しま

す。 
出欠席 
課題内容 

40% 
60% 

 使用テキスト・教材 

「ゴールからはじめるC#」 菅原 朋子(著) 

授業内容・授業計画 

 
1. Visual Studioの セットアップ 
2. ビジュアルプログラミングの第1歩 
3. Visual C#の基本事項 
4. 簡単なアプリ作成（挨拶） 
5. データ型、キャスト 
6. 簡単なアプリ作成（税込金額） 
7. 数値チェック 
8. 簡単なアプリ作成（色の作成） 
9. タイマーコンポーネント、サウンド 
10. タイマーアプリの作成 
11. Visual C#プログラムの構造 
12. 乱数生成アプリの作成 
13. 配列、コントロールの配列 
14. スロットゲームアプリの作成 
15. オブジェクト指向、クラス 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
16. テキスト読み上げアプリの作成 
17. 子ウィンドウ 
18. コントロールの動的生成 
19. 継承 
20. 継承を利用するアプリの作成 
21. アクセサー／プロパティ 
22. マウスイベント、ファイル入出力 
23. 付箋アプリの作成 
24. 課題制作 
25. 制作課題の発表 

時間数 
2 
2 
2 
2 
4 
2 
2 
2 
10 
2 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR31 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
プログラム言語Ⅳ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 60 2 内田 正章 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・C#言語を用いウィンドウズプログラミングの応用的な事項を学習する。・C#を使いＤＢへのアクセス、

ネットワーク対応アプリケーションが開発できることを目標とする。プログラム言語Ⅲで学習したC#
の知識を応用して、データベースやネットワークを活用するアプリケーションへの機能アップを目指す。 

 授 業 の 概 要 

授業では、システム設計書に基づき実際にプログラムを作成することを行います。 
プログラムⅣではデータベースへのアクセス、ネットワーク対応プログラムを中心に 
学習します。データベース、ネットワークの知識が必要とされますのでわからないことが 
あれば、適宜１年次に学習したことを復習することが重要です。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の作成状況、提出状況で評価します。出欠席状況、受講態度も評価に加味しま

す。 
出欠席 
課題内容 

40% 
60% 

 使用テキスト・教材 

プリント資料 （その都度、学生サーバに提示） 

授業内容・授業計画 

 
1. C# DBプログラミング基礎 
2. データベース(SQL Server DB)の作成 
3. SQLの復習 
4. Visual C# でのDBアクセス 
5. データのDataGridViewでの表示 
6. 開発演習－ユースケース図、クラス図 
7. 開発演習－DB／テーブル定義 
8. 開発演習－画面遷移 
9. 開発演習－登録／照会／更新 
10. 開発演習－アプリロジック 
11. C# ネットワークプログラミング基礎 
12. まとめ 
13. 課題提出 

時間数 
2 
2 
4 
4 
4 
4 
4 
2 
6 
12 
12 
2 
2 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※DB、ネットワークの知識が必要とされるので、 
適宜関連科目の復習が重要。 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 

プログラム言語Ⅲ 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR32 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
データベース応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 60 2 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・ローカル環境のMySQLを利用し、SQLの実操作を体験する。 
・SQL言語の概念、操作、用語をDB操作から修得する。 
・MySQLを使用しながらDB設計の基本を習得する。 

 授 業 の 概 要 

授業では、パソコン上に実際にデータベースを導入して授業の演習に活用する。 
リレーショナルモデルを理解し、より効率的にDB設計を行い、適切にSQLを使いこなすために 
必要な知識を習得する。そのために、座学＋演習を繰り返しながら授業を進めていく。 

 成 績 評 価 の 方 法 
期末試験、出欠席状況で評価します。 

出欠席 
期末試験 

40% 
60% 

 使用テキスト・教材 

スッキリわかるSQL入門 第2版 ドリル222問付き! (スッキリシリーズ)  インプレス 
中山清喬 (著), 飯田理恵子 (著), 株式会社フレアリンク (監修) 

授業内容・授業計画 

 
1. イントロダクション 
2. データベースとSQL 
3. データベース環境セットアップ 
4. テーブルからデータを取り出す 
5. ソートと演算 
6. データの追加・更新・削除 
7. 集計とサブクエリ 
8. データベースオブジェクトの作成と削除 
9. 複数のテーブルを扱う 
10. データベース設計 

時間数 
2 
2 
4 
4 
8 
8 
8 
8 
8 
8 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 データベース基礎 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR33 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
ネットワークOS基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 前期 必修 60 2 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・Linuxのインストール、各種設定方法、Linuxコマンド、Shellコマンドを中心に学ぶ。 
・シェルスクリプトを一人で作成できるようになる。 

 授 業 の 概 要 

Linuxは、サーバ用途から、家電製品、情報機器の組み込み用途など多くの環境で利用されて 
いる。授業では、実際にLinuxサーバを利用し、Linuxの基本的な操作を学習する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、出欠席状況等の授業内態度で評価する。 

期末試験 
課  題 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

・「新しいLinuxの教科書」三宅英明、大角祐介（著） 

授業内容・授業計画 

 
1. Linuxを使ってみよう 
2. シェルって何だろう？ 
3. シェル便利な機能 
4. ファイルとディレクトリ 
5. ファイル操作の基本 
6. 探す、調べる 
7. 復習 
8. テキストエディタ 
9. bashの設定 
10. ファイルパーミッション、スーパユーザ 
11. プロセスとジョブ 
12. 標準入出力とパイプライン 
13. テキスト処理 
14. 正規表現 
15. 高度テキスト処理 

時間数 
2 
2 
2 
2 
6 
4 
6 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
4 

 
16. シェルスクリプトを書こう 
17. シェルスクリプトの基礎知識 
18. シェルスクリプトを活用しよう 

時間数 
2 
6 
8 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。 
※実務経験のある教員が担当する科目である。 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR34 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
ネットワークOS応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 前期 必修 90 3 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・Linuxの構築演習やネットワーク構築演習を行う。 
・Linux運用、保守に関する技術を習得する。 
・LPICレベル２の資格試験を受験できる知識を身に着ける。 

 授 業 の 概 要 

Linux は、サーバ用途から、家電製品、情報機器の組み込み用途など多くの環境で利用されています。

授業では、実際にサーバを利用し、Linuxの運用や保守について操作しながら勉強します。 

 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、発表内容、出欠席状況で評価します。 

期末試験 
課  題 

40% 
60% 

 使用テキスト・教材 

新しいLinuxの教科書 
CentOS7で作るネットワークサーバ構築ガイド 

授業内容・授業計画 

 
Linux操作の復習 
シェルスクリプトの基礎 
シェルスクリプトの応用 
中間課題（シェルスクリプト） 
アーカイブ操作 
バージョン管理 
バックアップ 
ネットワーク管理 
デスクトップ環境 
期末課題 

時間数 
4 
4 
6 
12 
8 
12 
12 
8 
4 
20 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR35 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
サーバ構築演習 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 後期 必修 60 2 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・CentOSを利用し、SSHサーバ、DNSサーバ、Webサーバ等を構築する。 
・構築したサーバのセキュリティ対策について、学ぶ。 

 授 業 の 概 要 

授業では、サーバを実際に構築し、その環境を活用し学習を進める。定期的に課題を課すので、納期ま

での提出が義務付けられる。即戦力の習得には、「習うより慣れろ」という気持ちが大事。とにかく環境

に触れ、技術の習得するよう心掛けること。 

 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、発表内容、出欠席状況で評価する。 期末試験 

課  題 
 

60% 
40% 

 
 使用テキスト・教材 

「CentOS7で作るネットワークサーバ構築ガイド(第2版)」サーバ構築研究会（著） 

授業内容・授業計画 

 
復習 
LVM 
CentOSのインストール 
パッケージのメンテナンス 
SELinux 
SSHサーバ構築 
パケットフィルタ 
DNSコンテンツサーバ構築 
WWWサーバ構築 
FTPサーバ構築 
メールサーバ構築 
ファイルサーバ構築 

時間数 
2 
2 
4 
2 
2 
4 
4 
8 
8 
4 
10 
2 

 
課題演習 

時間数 
8 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 
 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR36 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
制御プログラム基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 60 2 和田 弘 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

マイコン利用による制御プログラムについて理論・実習・グループ演習を通して学ぶ。 
目標として自分で開発企画、プログラム作成、結果発表をできることを目標とする。 

 授 業 の 概 要 

電子回路の基礎知識を学び、ハード回路の接続もできるようにする。 
そのハードウェアを制御するプログラムを構築する。 
プログラムの大きさにかかわらず、自分の考えを構築できることがポイントになる。 

 成 績 評 価 の 方 法 
原則、授業態度、課題提出、演習結果提出、等を総合評価した上で決定する。 

課  題 100% 

 使用テキスト・教材 

ラズベリー・パイで遊ぼう（ラトルズ）、エントリーキット等 
ＰＣ（各自持参要）にて下記ＨＰを中心に授業を進め、課題提出等にも使用する。  
［授業用Web HP] http://www13.plala.or.jp/NTCSMSI/xdnj.html  、Ｔｅａｍｓ 
授業内容・授業計画 

 
1. 授業内容・目標確認・教材確認 
2. 電子工作／部品／回路の基礎>1.1 
3. ラズベリー・パイで遊ぼう_Ch1 
4. ラズベリー・パイを導入しよう_Ch2  
5. ラズベリー・パイの導入・環境設定_Ch2 
6. ラズベリー・パイを使ってみよう_Ch3  
7. マルチメディアを楽しもう_Ch4  
8. 周辺機器を接続しよう_Ch5  
9. 電子回路入門 
10. 電子工作全般_Ch6-1/6-2 
11. ＬＥＤの点灯を制御しよう_Ch6-3 
12. ＬＥＤを点灯させてみよう_Ch6-3＋5  
13. ＳＷ＆ＬＥＤ_Ch6-4＋5 
14. ＰＷＭでＬＥＤ制御_Ch6-6  
15. 「ＰＷＭ＆ＬＥＤ」_Ch6-6 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
16. 音を出す_Ch6-7  
17. 「ＰＷＭ＆ブザー」_Ch6-7 
18. １-Ｗｉｒｅ（温度測定）_Ch6-8 
19. Ｉ２Ｃ（気圧測定）_Ch6-9  
20. Ｉ２Ｃ（ＬＣＤ）_Ch6-10  
21. 机上説明_Ch6-11/12 
22. スマホでＧＰＩＯ制御-1_Ch7  
23. スマホでＧＰＩＯ制御-2_Ch7  
24. javascript制御_Ch7-2/3/4  
25. 机上（リアル tweet）_Ch8-1  
26. シャットダウンボタン_Ch8-2  
27. 人感センサー_Ch8-3  
28. 予備日－１  
29. 予備日－２  
30. 基礎編のまとめ、応用編の準備 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。 
※実務経験のある教員が担当する科目である。 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR37 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
制御プログラム応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 後期 必修 60 2 和田 弘 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

マイコン利用による制御プログラムについて理論・実習・グループ演習を通して学ぶ。 
「ラジコンカー制御」を通して、開発企画、プログラム作成、結果発表をできることを目標とする。 

 授 業 の 概 要 

基礎編の総復習を行い、全員のスキルレベルあわせを行う。 
ラジコンカーの制御プログラムにより「動作制御」の基本を学ぶ。 
グループ演習により「企画力」「チームワーク力」を養う。 

 成 績 評 価 の 方 法 
原則、授業態度、課題提出、演習結果提出、グループ作業、等を総合評価した上で

決定する。 課  題 100% 

 使用テキスト・教材 

ラズベリー・パイで遊ぼう（ラトルズ）、エントリーキット、ラジコンカー等  
ＰＣ（各自持参要）にて下記ＨＰを中心に授業を進め、課題提出等にも使用する。  
［授業用Web HP] http://www13.plala.or.jp/NTCSMSI/xdnj.html 、Teams 
授業内容・授業計画 

 
1. 授業内容・目標確認・教材確認・基礎の復習 
2. 基礎の復習（ＧＰＩＯ）_Ch7 
3. 基礎の復習（ＰＷＭ）_Ch6-6 
4. 基礎の復習（１－Ｗｉｒｅ）_Ch6-8 
5. 基礎の復習（Ｉ２Ｃ）_Ch6-9 
6. 予備日 
7. ドキュメントの書き方  
8. 演習制御プログラム－1 
9. 演習制御プログラム－2 
10. 演習制御プログラム－3 
11. 演習制御プログラム－4 
12. 演習制御プログラム－5 
13. グループ分け・課題説明  
14. 仕様書作成－1 
15. 仕様書作成－2 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
16. 仕様書作成－3 
17. 設計書作成－1 
18. 設計書作成－2 
19. 設計書作成－3 
20. プログラミング－１ 
21. プログラミング－2 
22. プログラミング－3 
23. テスト・修正－1 
24. テスト・修正－2 
25. テスト・修正－3 
26. 報告資料作成－1 
27. 報告資料作成－2 
28. 報告資料作成－3 
29. 発表会－1 
30. 発表会－2 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。 
※実務経験のある教員が担当する科目である。 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR38 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
モバイルプログラム基礎 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 前期 必修 60 2 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・Android Studioを用い、スマホプログラミングの基礎的事項を学習する。 
・Kotlin言語を使い、スマホアプリケーションが作れることを目標とする。 

 授 業 の 概 要 

授業では、パソコン上でスマホアプリのプログラムを作成しエミュレータを介して実行する。最後に課

題を課すので、納期までに提出が義務付けられる。 
プログラミングの習得の早道は「習うより慣れろ」という気持ちが大事である。 
とにかくプログラムを入力し、動作確認しながらプログラミングを覚えよう。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、発表内容、出欠席状況で評価する。 課  題 

学習態度 
 

80% 
20% 

 
 使用テキスト・教材 

はじめてのAndroidプログラミング 第5版 

授業内容・授業計画 

   
Android Studioの基本操作   
ビューとアクティビティ   
イベントとリスナ    
リストビューとダイアログ   
レイアウト  
画面遷移とIntentクラス   
Kotlinを使う  
じゃんけんアプリを作成する   
体型記録アプリを作成する 
カウントダウンタイマーを作成する  
スケジューラアプリを作成する 
JSONデータを読み込む  
 

時間数 
2 
2 
4 
2 
2 
4 
4 
8 
8 
4 
10 
2 

 
課題演習 

時間数 
8 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習を実施する。   
※実務経験のある教員が担当する科目である。 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR39 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
モバイルプログラム応用 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 後期 必修 60 2 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・「モバイルプログラム基礎」の継続授業であるが、開発ツールを限定せずに、アンドロイドアプリ＋α

の授業とする。 
・WebAPI、センサー、Bluetooth,Wifi等を利用したアプリが作れることを目標とする。 

 授 業 の 概 要 

授業では、スマホ、タブレット等に実装されているデバイス、センサーを利用するアプリの作成を重視

する。定期的に課題を課すので、納期までに提出が義務付けられる。プログラミングの習得の早道は「習

うより慣れろ」という気持ちが大事。とにかくプログラムを入力し、動作確認しながらプログラミング

を覚えよう。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の提出状況、発表内容、出欠席状況で評価する。 課  題 

学習態度 
 

80% 
20% 

 
 使用テキスト・教材 

 

授業内容・授業計画 

   
Android Studio開発振り返り  
通信系アプリ開発 
JSONデータの活用 
Android Studio以外の開発環境演習 
API活用   
課題テーマ策定&課題演習 

時間数 
3 
6 
6 
6 
9 
30 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習を実施する。   
※実務経験のある教員が担当する科目である。 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR40 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
組込みシステム開発演習 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 前期 必修 90 3 稲葉 保志 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・マイコンボード、スマホ、ロボットなどの実機を用い組込みシステムを要件定義からプログラム開発、

テストまでの一連の開発方法を学習する。 
・レゴロボットを教材とし、ETロボコン参加に向けた開発を行う。 

 授 業 の 概 要 

地元ソフトウェア企業の社員よりレゴロボットを教材とした組込みシステム開発を行う。 
システム開発の手順に則り、UML記法にて設計、実装を行う。開発プログラム言語はJava 
言語を採用。授業の最後に競技大会を実施し、システム設計、走行時間を加味して優秀チームには、Ｅ

Ｔロボコン東海大会に出場する機会を与える。 
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の取組み状況、システムの完成度、走行時間などで評価。 

課  題 
その他 

80% 
20% 

 使用テキスト・教材 

プリント配布。 

授業内容・授業計画 

 
EV3の仕様について 
ETロボコン競技規約 
基本技術トレーニング 
要求分析設計 
レビュー 
システム分析設計 
レビュー 
外部設計 
レビュー 
内部設計 
レビュー 

時間数 
2 
2 
6 
6 
2 
4 
2 
6 
2 
6 
2 

 
プログラム設計 
レビュー 
プログラミング 
単体テスト 
結合テスト 
システムテスト 
走行テスト 
競技会 
 

時間数 
8 
2 
18 
6 
4 
2 
4 
6 
 

 その他  関連科目 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR41 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
課題制作演習Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 60 2 
植松 甫 
横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・Javaを使ったシステム開発を学習する。 
・初めてのデータベース連携を体験し、システムの基本構成を中身まで理解する。 
・システム設計から開発までの一連の作業を体験する授業である。 

 授 業 の 概 要 

授業は専用のオリジナルテキストと演習中心に行う。 
最後に検索システムを完成させ、外部講師の前でプレゼンを行う。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席、提出課題、プレゼンテーションで評価。 
評価は外部講師（企業の方）が行う。 

制作課題 
プレゼン 
その他 

40% 
40% 
20% 

 使用テキスト・教材 

「Java開発演習」インフォテックサーブ 
教員オリジナルプリント 

授業内容・授業計画 

 
1. システム概要説明 
2. 要件定義まとめ、ユースケース図 
3. 入出力設計、ＤＢ設計 
4. クラス概要設計 
5. シーケンス図、その他ダイアグラム 
6. 詳細クラス図、内部外部レビュー 
7. 結合テスト仕様書 
8. コーディング 
9. 単体テスト、デバッグ 
10. 結合テスト 
11. 適格性確認テスト、検収 
12. 振り返り、成果発表準備 
13. 成果発表会 

時間数 
4 
4 
4 
6 
6 
6 
2 
14 
2 
2 
2 
4 
4 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR42 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

演習 高度ＩＴビジネス科 
課題制作演習Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 90 3 
遠藤 有貴 
小山 幸三郎 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

個々のネットワーク機器やサーバ機器に対する機能理解や、基本操作・設定スキルに加え、 
各種ドキュメントに対する理解力を演習を通じて身に着ける。 

 授 業 の 概 要 

ユーザからＬＡＮ構築依頼を受けたことを前提に、実際にサーバ設計・構築からネットワーク設計・構

築の順にケーススタディ形式で作業を実施していき、小規模LANを実際に構築していく。 
  

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席および提出課題などで評価。 

出欠席 
課題 

40% 
60% 

 使用テキスト・教材 

「インフラシステム構築演習」インフォテックサーブ 
配布されたプリント 

授業内容・授業計画 

 
1. オリエンテーション、各種ドキュメント説明 
2. 顧客要件の確認 
3-4. 要件定義書 
5-6. 基本設計書の理解と作成 
7-10. サーバ詳細設計書の作成 
11. 検証用サーバの構築 
12. 検証用サーバの構築 
13-15. サーバ構築手順書の作成 
16. 本番用サーバの構築 
17. 本番用サーバの構築 
18. 本番用サーバの構築 
19. サーバ単体テスト 
20. サーバ単体テスト 
21. サーバ結合テストの実施 
22. ネットワーク基本設計書の理解と作成 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 

 
23. コンフィグの作成 
24. コンフィグの作成 
25. ネットワーク詳細設計書の理解と作成 
26. ネットワーク詳細設計書の理解と作成 
27. ネットワーク詳細設計書の理解と作成 
28. ネットワーク構築 
29. ネットワーク構築 
30. ネットワーク構築 
31. ネットワーク構築 
32. ネットワーク構築 
33. ネットワーク構築 
34-36. ネットワーク障害テストの実施 
37-39. システム結合テストの実施 
40-42. 障害報告書の作成、トラブルの修正 
43-45. 成果発表 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
6 
6 
6 
6 

 その他  関連科目 

※積極的な演習参加が望ましい。 
※実務経験のある教員が担当する科目である。 

ネットワーク基礎、ネットワーク応用、 
ネットワーク構築演習 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR43 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
企業課題Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

３ 後期 必修 120 ４ 
杉谷 奨太 
佐藤 和也 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

・企業様より課題を頂き、プロジェクト単位に依頼された課題を納品する。 
・システム開発を要件定義から納品までを一通り経験することを目標とする。 

 授 業 の 概 要 

「Webアプリケーション応用」の演習を参考に課題に取り組んでください。また、今まで学習した知識

を活用し、与えられた課題に対しプロジェクトを編成し、実際にシステム開発を行います。現場に赴き

アンケートを実施したり、ユーザとレビューを実施したり定期的に指導教員に進捗状況の報告などを行

ってください。 
  
 成 績 評 価 の 方 法 
課題の取組み状況、成果物の完成度、発表内容、出欠席状況で評価する。 

学習態度 
課  題 

10% 
90% 

 使用テキスト・教材 

各々、政策に必要なテキスト 

授業内容・授業計画 

 
1. オリエンテーション 
2. 要件定義   
3. 外部設計   
4. レビュー   
5. 内部設計   
6. 中間発表・レビ  
7. プログラム設計  
8. レビュー   
9. 開発   
10. テスト   
11. レビュー   
12. デプロイ 移行  
13. まとめ   
14. 発表   

時間数 
2 
8 
8 
4 
8 
8 
12 
4 
36 
16 
4 
2 
4 
4 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※実務経験のある教員が担当する科目である。  
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR44 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度ＩＴビジネス科 
企業課題Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 通年 必須 120 2 
村松 芳博 
横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

現代のビジネスパーソンに求められる能力に「会計の知識：財務諸表が読める」がよくあげられる。 
本講座では、財務3表の見方、事業計画書の作成の仕方を講義・演習を通して習得することを目的 
としている。 

 授 業 の 概 要 

 財務3表については、演習（読み方・簿記演習等）を通して理解していく。事業計画書については 
ビジネスプランコンテスト（全国専門学校情報教育協会主催）を目標に、各自のビジネスプランを 
通して作成の仕方を理解していく。 

 成 績 評 価 の 方 法 
演習課題の評価点（提出物については、別途指示する）と授業中の学習意欲、課

題制作の成績、出欠席状況で評価する。 
学習意欲 
課  題 

30% 
70% 

 使用テキスト・教材 

 配布資料・「事業計画書」（日本能率協会マネジメントセンター） 

授業内容・授業計画 

 
１． 財務諸表の種類・貸借対照表 
２． 損益計算書 
３． キャッシュフロー計算書 
４． 財務諸表読み方演習 
５． 簿記の基本 
６． 財務3表を演習を通して理解 
７． ビジネスプランの作成 
８． 事業計画書の作成 
９． ビジネスプランコンテスト審査用紙 
１０．ビジネスプランの発表準備 

時間数 
2 
2 
2 
2 
2 
4 
4 
30 
8 
4 

 
１１．プレゼンテーション基礎復習 
１２．プレゼンテーション練習 
１３．クラス内発表会 

時間数 
8 
14 
8 

 その他  関連科目 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR45 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
情報特別講義Ⅰ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

1 後期 必修 90 6 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

基本情報技術者試験、ITパスポート試験、Javaプログラミング能力認定試験等の合格を目指した対策

授業である。 

 授 業 の 概 要 

対策授業は決して楽な勉強ではない。しかし、資格合格を目指すという強い意志を持って勉強に臨んで

ほしい。また、本講義はこれまでに学んだすべての科目の総まとめの意味を持っておりそれぞれの科目

の知識がしっかり繋がることで、より深く理解できることを期待する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席及び合格することなどで評価。 

出欠席 
その他 

90% 
10% 

 使用テキスト・教材 

・基本情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 
・応用情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 

授業内容・授業計画 

 
1. 問題練習 

時間数 
90 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

  

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2021年度 

科目コード T-SR46 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度ＩＴビジネス科 
情報特別講義Ⅱ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 前期 必修 120 8 各担当 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

各種情報処理技術者試験や、Javaプログラミング能力認定試験等の資格試験の合格を目指した対策授業

です。 

 授 業 の 概 要 

この授業はすべてに科目の総まとめの意味を持っています。ここでしっかり学習することで、ばらばら

だった科目がしっかりつながり、さらなる理解につながるます。受講後、目標資格を取得することでさ

らなる自信が生まれ、自分が成長していることを実感できる授業となっています。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席で評価。 
  出欠席 100% 

 使用テキスト・教材 

各種情報技術者認定試験 問題集 

授業内容・授業計画 

 
1-60. 各分野の対策授業 

時間数 
120 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※絶対合格するという強い意志を持って勉強に臨ん

でください。 
情報処理特別講義Ⅰ 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2021年度 

科目コード T-SR47 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度ＩＴビジネス科 
情報特別講義Ⅲ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

2 後期 必修 120 8 各担当 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

各種情報処理技術者試験や、Javaプログラミング能力認定試験等の資格試験の合格を目指した対策授業

です。 

 授 業 の 概 要 

この授業はすべてに科目の総まとめの意味を持っています。ここでしっかり学習することで、ばらばら

だった科目がしっかりつながり、さらなる理解につながるます。受講後、目標資格を取得することでさ

らなる自信が生まれ、自分が成長していることを実感できる授業となっています。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席で評価。 

出欠席 100% 

 使用テキスト・教材 

各種情報技術者認定試験 問題集 

授業内容・授業計画 

 
1-60. 各分野の対策授業 

時間数 
120 

 
 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※絶対合格するという強い意志を持って勉強に臨ん

でください。 
情報処理特別講義Ⅰ、情報処理特別講義Ⅱ 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR48 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
情報特別講義Ⅳ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 前期 必修 120 8 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

基本情報技術者試験、ITパスポート試験、Javaプログラミング能力認定試験等の合格を目指した対策

授業である。 

 授 業 の 概 要 

対策授業は決して楽な勉強ではない。しかし、資格合格を目指すという強い意志を持って勉強に臨んで

ほしい。また、本講義はこれまでに学んだすべての科目の総まとめの意味を持っておりそれぞれの科目

の知識がしっかり繋がることで、より深く理解できることを期待する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席及び合格することなどで評価。 

出欠席 
その他 

90% 
10% 

 使用テキスト・教材 

・基本情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 
・応用情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 

授業内容・授業計画 

 
1. 問題練習 

時間数 
120 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。  
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR49 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
情報特別講義Ⅴ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

3 後期 必修 120 8 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

基本情報技術者試験、ITパスポート試験、Javaプログラミング能力認定試験等の合格を目指した対策

授業である。 

 授 業 の 概 要 

対策授業は決して楽な勉強ではない。しかし、資格合格を目指すという強い意志を持って勉強に臨んで

ほしい。また、本講義はこれまでに学んだすべての科目の総まとめの意味を持っておりそれぞれの科目

の知識がしっかり繋がることで、より深く理解できることを期待する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席及び合格することなどで評価。 

出欠席 
その他 

90% 
10% 

 使用テキスト・教材 

・基本情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 
・応用情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 

授業内容・授業計画 

 
1. 問題練習 

時間数 
120 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

※単元ごと演習課題を実施する。  
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR50 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義 高度 ITビジネス科 
情報特別講義Ⅵ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 前期 必修 120 8 横田 一輝 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

基本情報技術者試験、ITパスポート試験、Javaプログラミング能力認定試験等の合格を目指した対策

授業である。 

 授 業 の 概 要 

対策授業は決して楽な勉強ではない。しかし、資格合格を目指すという強い意志を持って勉強に臨んで

ほしい。また、本講義はこれまでに学んだすべての科目の総まとめの意味を持っておりそれぞれの科目

の知識がしっかり繋がることで、より深く理解できることを期待する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出欠席及び合格することなどで評価。 

出欠席 
その他 

90% 
10% 

 使用テキスト・教材 

・基本情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 
・応用情報技術者認定試験問題集（インフォテック・サーブ） 

授業内容・授業計画 

 
1. 問題練習 

時間数 
120 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

 
 

 

沼津情報・ビジネス専門学校 



シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR51 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

演習 高度 ITビジネス科 
海外研修 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 後期 必修 60 2 植松 甫 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

国内だけではなく、海外の技術や文化に触れ、国際人・IT技術者としてのレベルを高める。様々な体験

からこれまで学習した英語力や最先端技術が通用するのか、確認する目的も含む。 

 授 業 の 概 要 

言語の違いはもちろんであるが、国際人としての振る舞い、日本人代表としての姿勢を保つことも求め

られる。特に、文化の違いを受け入れ、人種を超えた多様な人間の存在に理解を示すことが重要である。

海外独特の仕来りに順応し、言語の困難があっても対応できる対応力を身に付けて欲しい。 

 成 績 評 価 の 方 法 
出席点で評価。 

出 席 100% 

 使用テキスト・教材 

なし 

授業内容・授業計画 

 
1. 海外訪問 

時間数 
60 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SR52 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

演習 高度 ITビジネス科 
卒業研究 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 後期 必修 150 5 
植松 甫  横田 一輝 
遠藤 有貴  野田 清文 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

今まで学習した内容を活かして、各自でテーマを決め研究・開発を行う。 

 授 業 の 概 要 

研究・開発した内容を卒業論文として期限までに提出を義務付ける。 

 成 績 評 価 の 方 法 
論文、発表の内容で評価。 

研究内容 100% 

 使用テキスト・教材 

なし 

授業内容・授業計画 

 
1. 各研究作業 

時間数 
150 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SS01 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
インターンシップ 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 通年 必修 90 3 遠藤 有貴 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

「各種コンテスト課題制作」との必須選択科目である。 
内定先企業等の要望によりインターンシップが必要な学生はこちらの科目を選択する。 

 授 業 の 概 要 

企業等へ出向き企業担当者の指示に従い作業をおこなう。事前に企業と学校とのインターンシップの連

携契約を結ぶこと。原則、１回／週は登校し報告書の提出が義務付けられる。 
インターンシップが45コマに満たない場合は、「各種コンテスト課題制作」にて充当する。 

 成 績 評 価 の 方 法 
インターンシップの終了、報告書の提出が義務付けられる。 

報告書 100% 

 使用テキスト・教材 

なし 

授業内容・授業計画 

 
1. インターンシップ 

時間数 
90 

 
  
 

時間数 
 

 その他  関連科目 
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シラバス（授 業 概 要）      時間数は４５分換算 

年 度 2022年度 

科目コード T-SS02 

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース 
 

講義・演習 高度 ITビジネス科 
各種コンテスト課題制作 

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員 

4 前期 必修 90 3 
植松 甫  横田 一輝 
遠藤 有貴  和田 弘 

 授 業 の 目 的 ・ 目 標 

必須選択科目「インターンシップ」とどちらか選択をする科目である。 
プレ卒研の位置づけで作品の制作を行う。班編成をとり、各班でテーマを絞り開発をすすめる。作成さ

れた作品は経済産業省主催「U22プログラミングコンテスト」に応募する。 

 授 業 の 概 要 

３年間学習した知識を基に一から作品作りをします。プレ卒研の気持ちで取り掛かっていただきたい。

指導教員として教えて頂いた専門の講師が代わるがわりに指導に入るので、分からないところがあれば

適宜質問をしてほしい。 
延長上として卒研を見据えてください。 
 成 績 評 価 の 方 法 
成果物で評価。 

成果物 100% 

 使用テキスト・教材 

 

授業内容・授業計画 

   
各種作業  
 

時間数 
90 

 
 

時間数 
 

 その他  関連科目 

。     
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